
（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還・移住等環境整備事業計画 

帰還・移住等環境整備事業等個票 

令和３年４月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 55 事業名 移住定住・総合支援センター開設・運営事業 事業番号 (7)-49-1 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 73,988（千円） 全体事業費 73,988（千円）

帰還・移住等環境整備に関する目標 

帰還の促進のほか新たな住民の移住を進め村に活力を取り戻す必要があるが、村の情報がほとんど発

信されておらず（or分かりにくい）、移住希望者が葛尾村で暮らすイメージがわかない状態となっている。

そのため、「（仮称）移住定住・総合支援センター」を開設し、移住希望者の窓口を一元化することで分かり

やすい情報発信を行う。また、移住後の生活を安定させるため、移住者と村民の架け橋となる体制も構築

し、定住する環境を整えることで、村への移住・定住を促す。 

・移住者の獲得（中期戦略のとおり） 

事業概要 

●総合支援センター開設・運営事業 

●ポータルサイトの構築事業 

●紹介パンフレットの作成事業 

●情報発信事業 

 ●SNS を活用した葛尾村内の暮らし発信事業  

●移住体験ツアー事業 

●移住フェア等への参加事業 

●イベント・セミナー等移住定住促進事業の実施 

●お試し移住用の住宅の管理・運営事業 

●かつらお世話人事業 

葛尾村民から希望を募り移住者を支援してくれる方のコミュニティを構築し以下の事業を行う。 

①村民から世話人を募集しリスト化 ②移住者と村民とのマッチング ③困りごと相談対応 

④交流機会の創出 ⑤移住体験ツアーの民家宿泊の受け入れ ⑥農業体験の受け入れ・作業支援 等 

●かつらお応援団事業 

葛尾村を応援してくれる方を村外から募集し、村の情報を定期的に発信し、交流事業を実施 

◇当該事業の中期戦略の位置づけ 

５ 移住等の促進に資する主な取組 

当面の事業概要 

＜令和３年度＞ 

 ・「（仮称）移住定住・総合支援センター」の開設（受付窓口を設置） 

・移住希望者への相談対応 

・村のすべての情報が掲載されたポータルサイトの構築 

・移住希望者の移住体験ツアーのコーディネートと運営 

・お試し移住用の住宅の管理・運営 

・移住者向けの紹介パンフレット作成（①村全体の紹介 ②各世代に合わせた暮らし提案 ③暮らしの

ガイドブック） 



・SNS を活用した葛尾村内の暮らし発信事業 

「（仮）かつらおカメラ」を立ち上げ、Instagram で随時発信 

・かつらお世話人事業 （村民から世話人を募集しリスト化） 

・村外からの応援団事業の運営 （村外で村を応援してくれる方を募集 ） 

＜令和４年度以降＞ 

 ・上記記載の事業のブラッシュアップと地域の魅力を創造するための地域資源を活かしたコンテンツ造

成 等 

地域の帰還・移住等環境整備との関係 

本事業によって移住・定住を推進する体制と、移住者を受け入れる基盤を整備することができる。当該事業

の効果により関係人口の構築から移住者となり、移住者が定住者することにより、ふるさとのコミュニティ

の担い手となり、村内全体の復興再生につながることが期待できる。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体 

基幹事業との関連性 



（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還・移住等環境整備事業計画 

帰還・移住等環境整備事業等個票 

令和３年４月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 56 事業名 空き家・空き地実態調査事業 事業番号 (7)-49-2 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 6,638（千円） 全体事業費 6,638（千円）

帰還・移住等環境整備に関する目標 

葛尾村の空き家バンク登録数は、現在４件（うち２件が商談中）の状態であり、移住希望者の住居確

保が課題であり、物件の掘り起こしが急務である。現状、村内には居住していない家屋が多くあるが、空

き屋バンク登録のための実態調査を行っていなかったことから、土地と一体に掘り起こしを行い、意向確

認を積極的に行い、バンクを充実させることにより住居確保を支援する。 

５年間で成約 35 件。令和４年度時点の登録数 30件を目指す。 

事業概要 

「空き家・空き地バンク」に登録する物件の実態調査を初めて行い、登録可能な物件を掘り起こし、持

ち主と交渉を進め登録数を増やすことにより不足している住居及び住宅用地の選択肢を確保し、住宅取得

の一助とする。 

◇当該事業の中期戦略の位置づけ 

５ 移住等の促進に資する主な取組 

当面の事業概要 

＜令和３年度＞ 

・業務委託により、村内家屋及び空き地（遊休農地を含む）の実態調査（図上・現地調査）及び所有者

の意向確認、登録可能物件の状況把握を行い、登録の承諾を得た物件から随時、「空き家・空き地バン

ク」に登録する。 

＜令和４年度以降＞ 

・「空き家・空き地バンク」の公開 

地域の帰還・移住等環境整備との関係 

 現状、村内には居住していない家屋が多くあるが、週末等の一時的帰宅のためにとりあえず空き家にし

ているケースが多いため、村としても地域のコミュニティの再生の方針が決めかねているところ。本事業

で、所有者に改めて帰還の意思確認を行うことで、地域振興の在り方の再興に資する。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  



交付団体 

基幹事業との関連性 



（様式１－３） 

福島県（葛尾村）帰還・移住等環境整備事業計画 

帰還・移住等環境整備事業等個票 

令和３年４月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 57 事業名 地域資源の魅力を活用したアーティスト移住促進事業 事業番号 (7)-49-3 

交付団体 葛尾村 事業実施主体（直接/間接） 葛尾村（直接） 

総交付対象事業費 29,838（千円） 全体事業費 29,838（千円）

帰還・移住等環境整備に関する目標 

『「葛尾らしい」地域資源の魅力発信』というキーワードに、県外から多くの芸術家・クリエイター（ア

ーティスト）を呼び込む。 

移住者の獲得（中期戦略のとおり） 

事業概要 

移住・定住するパターンとしては、「就労するため」と「その土地に魅力を感じるため」の２つがある。

この事業は、芸術家やクリエイターを呼び込む契機として後者を活用したものである。 

村には、馬・牛などの畜産、この地の有力者であった松本一族繁栄の基礎となった製鉄業といった現在

は村（地域）に存在しない・見ることが少なくなった資源、三匹獅子舞や凍み餅といった伝統の芸能や食、

そして、胡蝶蘭といった震災後創り出された資源など、地域に馴染みのある「葛尾らしい」資源があるが、

その魅力を十分に発信できていない現状がある。「移住・定住の推進」という使命感、地域資源の魅力発信

という興味を持てそうなキーワードを提供し、ターゲットとしている芸術家・クリエイターの移住・定住

を促進する。 

◇当該事業の中期戦略の位置づけ 

５ 移住等の促進に資する主な取組

当面の事業概要 

＜令和３年度＞ 

「地域資源の魅力を表現して欲しい」というお題を達成できるアーティストを誘致する。 

・「葛尾らしい」地域資源を提供し、その魅力を発信してくれるアーティストを公募 

・そのアーティストが、継続的に村に関わりたい・暮らしたいと思うために必要な取組を実施 

→ 滞在・活動しやすい環境整備（アーティストインレジデンス・村民の理解醸成） 

→ 企画展などを実施するための場所提供 

・効果的な事業執行のため、成功している先進地からアドバイザーを招くとともに、地域住民を巻き込

んで事業を実施し、ノウハウを定着させていく。 

＜令和４年度以降＞ 

アーティストの呼び込みの継続と移住したアーティストによる発信支援 

 （例）地域住民と先輩移住者のアーティストが連携して移住希望者へ「葛尾らしいさ」を伝えるセミナ

ー等の開催 

アーティストインレジデンスを通じたクリエイティブ人材の誘致・育成事業 

地域の帰還・移住等環境整備との関係 

二次的な効果として、彼らの持つ発進力・独創性の強みを生かし、地域住民と協力しながら、村に興味

を持ってもらえるようなコンテンツを持続的に創造してもらうことで、交流・関係人口の創出、さらには

移住・定住人口の増加につなげる。 

関連する事業の概要 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  



交付団体 

基幹事業との関連性 


